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位
置

　
今
で
は
日
本
北
ア
ル
プ
ス
の
名
で
広
く
世
に
知
ら
れ
て
い
る
飛
騨
山
脈
は
、
加
藤
理
学
士
の
説
に
拠

る
と
、

凡
そ
南
十
度
西
よ
り
北
十
度
東
に
向
っ
て
並
走
せ
る
数
条
の
連
脈
か
ら
成
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
其



連
脈
の
一
に
白
馬
山
脈
と
い
う
の
が
あ
る
。
立
山
山
脈
と
の
対
称
上
か
ら
又



後
立
山
山
脈
と
も
呼
ば
れ
、
飛
騨

山
脈
中
の
最
も
長
い
山
脈
で
、
北
は
日
本
海
岸
の
親
不
知
附
近
か
ら
起
り
、
越
中
と
越
後
及
び
信
濃
と
の
国
境

を
南
走
し
て
遠
く
飛
騨
国
内
に
達
し
て
い
る
が
、
中
に
就
て
越
中
、
越
後
及
び
信
濃
の
三
国
界
か
ら
飛
騨
、
信

濃
及
び
越
中
の
三
国
界
附
近
に
至
る
、
直
径
に
し
て
五
十
五
粁



約
十
四
里
の
間
が
主
要
部
と
も
い
う
可

き
部
分

で
あ
っ
て
、
最
高
二
千
九
百
九
十
米
、
最
低
二
千
百
八
十
米
、
平
均
高
度
は
二
千
六
百
二
十
米
に
及
ん
で
い
る
。

そ
し
て
二
千
八
百
米
を
超
え
て
い
る
峰
は
十
五
、
六
座
を
下
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
松
本
平
の
西
の
縁
か

ら
大
屏
風
を
建
て
た
よ
う
に
急
に
聳
え
立
っ
て
い
る
の
で
、
地
形
の
相
違
の
著
し
い
為
に
、
二
千
五
百
米
以
下

に
於
て
は
中
山
性
の
地
貌
と
称
す
可
き
も
の
に
属
す
る
に
拘



わ
ら
ず
、
恰





も
大
山
脈
を
見
る
が
如
き
観
を
呈
し
、

加
う
る
に
盛
夏
八
月
の
候
も
尚

お
純
白
に
輝
く
雪
田
が
山
の
額
を
飾
り
、
雪
渓
が
幾
条
と
な
く
山
肌
に
象
眼
さ

れ
て
い
る
の
で
、
頂
上
附
近
の
高
山
性
地
貌
と
相
俟





っ
て
、
一
層
崇
高
偉
大
な
る
感
じ
を
起
さ
し
め
る
の
で
あ

る
。

　
白
馬
山
脈
の
最
高
峰
は
、
中
央
よ
り
稍

や
南
に
偏
し
て
い
る
黒
岳
で
あ
っ
て
、
水
晶
や
紫
水
晶
な
ど
を
産
す

3



る
所
か
ら
水
晶
山
の
名
も
あ
る
。
三
角
点
の
位
置
は
絶
頂
よ
り
十
米
余
も
低
い
峰
に
在
る
の
で
、
真
の
高
さ
は

恐
ら
く
二
千
九
百
九
十
米
を
下
る
こ
と
は
あ
る
ま
い
。
之



に
次
ぐ
も
の
は
主
要
部
の
北
端
に
在
る
白
馬
岳
で
、

海
抜
高
距
二
千
九
百
三
十
三
米
、
最
高
点
は
長
野
県
北
安
曇
郡
と
富
山
県
下
新
川








郡
に
跨
り
、
東
微
北
に
向
っ

て
行
く
こ
と
十
町
余
り
で
山
脈
は
二
岐
し
、
其
間
に
新
潟
県
西
頸
城







郡
を
抱
い
て
い
る
。
で
、
厳
密
に
言
う
と
、

白
馬
岳
は
一
部
分
し
か
新
潟
県
に
は
跨
っ
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。
松
本
市
か
ら
越
後
の
糸
魚
川
町
に
通
ず
る

糸
魚
川
街
道
は
、
平
地
か
ら
此



山
脈
を
仰
望
す
る
に
最
も
適
し
た
街
道
で
あ
っ
て
、
五
月
下
旬
、
麓
の
新
緑
が

漸
く
濃
や
か
な
ら
ん
と
す
る
頃
、
其
上
に
未
だ
冬
の
粧




を

脱
し
な
い
雪
山
の
姿
を
望
む
こ
と
は
、
我
国
の
山
岳

景
観
中
に
在
り
て
優
れ
た
る
も
の
の
一
で
あ
る
と
い
う
て
よ
い
。

　
　
　
地
質

　
白
馬
山
脈
を
構
成
す
る
岩
石
は
、
大
体
に
於
て
花
崗
岩
又



は
之



に
類
似
し
た
深
造
岩
で
あ
る
が
、
新
火
山
岩

が
其



間
に
噴
出
し
、
又
古
生
層
の
露
出
せ
る
所
も
少
な
く
な
い
。
然



し
調
査
が
充
分
に
行
き
届
い
て
い
る
訳
で

は
な
い
か
ら
、
精
細
に
探
究
さ
れ
た
暁
に
は
、
新





に
発
見
す
る
所
が
少
な
く
な
い
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
白
馬
岳

の
近
傍
は
花
崗
岩
、
蛇
紋
岩
、
古
生
層
、
※
岩






及
び
新
火
山
岩
な
ど
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
頂
上
附
近

は
概
し
て
東
側
は
古
生
層
、
西
側
は
玢
岩
か
ら
成
り
、
中
央
の
一
部
に
蛇
紋
岩
の
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
、
地
質

調
査
所
の
地
図
に
明
示
さ
れ
て
い
る
。
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白
馬
岳
の
南
に
は
杓
子






岳
が
あ
り
、
更
に
其
南
に
接
し
て
鑓



ヶ
岳
が
あ
る
、
仮
に
之
を
白
馬
三
山
と
唱
え
、

共
に
同
じ
地
質
か
ら
成
っ
て
い
る
。

　
　
　
昭
和
十
二
年
二
月
東
京
地
学
協
会
発
行
の
「
白
馬
岳
」
図
幅
に
拠

れ
ば
、
白
馬
岳
の
山
体
を
構
成
す
る

　
　
　
岩
石
は
、
古
生
界
の
千
枚
岩
層
が
主
で
あ
っ
て
、
頂
上
三
角
点
附
近
は
千
枚
岩
質
粘
板
岩
や
、
角
岩
及





　
　
　
硅
岩
よ
り
成
り
、
離
山
の
東
に
接
し
て
花
崗
斑
岩
が
東
北
　
西
南
の
方
向
に
亙



る
極
め
て
狭
小
な
る
区

　
　
　
域
を
占
め
、
三
角
点
よ
り
国
境
山
稜
を
一
キ
ロ
ば
か
り
北
進
し
た
信
濃
、
越
中
、
越
後
の
三
国
界
の
あ

　
　
　
た
り
か
ら
斑
岩
の
地
域
が
は
じ
ま
り
、
東
は
大
池
、
北
は
鉢
ヶ
岳
に
及
ん
で
い
る
。
そ
し
て
小
蓮
華
の

　
　
　
山
頂
か
ら
南
に
か
け
て
は
花
崗
斑
岩
で
あ
る
が
、
他
は
之
を
貫
い
て
迸
発
し
た
石
英
斑
岩
で
あ
る
。
白

　
　
　
馬
岳
以
南
は
「
立
山
」
図
幅
が
ま
だ
発
行
さ
れ
な
い
の
で
不
明
で
あ
る
が
、
推
測
す
る
に
杓
子
岳
や
鑓

　
　
　
ヶ
岳
は
、
白
馬
と
同
じ
く
千
枚
岩
層
か
ら
成
り
、
花
崗
斑
岩
が
帯
状
を
な
し
て
、
小
区
域
に
迸
入
し
て

　
　
　
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
名
称
の
由
来

　
白
馬
岳
は
登
山
も
容
易
で
あ
り
、
長
い
雪
渓
も
あ
れ
ば
美
し
い
高
山
植
物
の
お
花
畑
も
あ
る
の
で
、
其
名
が

喧
し
く
世
間
に
伝
え
ら
れ
、
登
山
者
が
激
増
し
た
為
か
は
知
ら
ぬ
が
、
之
を
ハ
ク
バ
ダ
ケ
と
音
読
す
る
こ
と
が
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流
行
し
、
従
っ
て
白
馬
尻








な
ど
も
ハ
ク
バ
ジ
リ
、
略
し
て
バ
ジ
リ
な
ど
と
呼
ぶ
者
も
あ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
実

に
乱
暴
な
話
で
、
他
か
ら
注
意
さ
れ
る
と
、
何
に
た
か
が
山
の
名
で
は
な
い
か
と
空

嘯







く
に
至
っ
て
は
、
言

語
道
断
、
沙
汰
の
限
り
と
い
う
可

き
で
あ
ろ
う
。
芳
賀
博
士
の
所
謂






「
国
語
に
対
す
る
自
卑
心
」
と
は
違
う
け

れ
ど
も
「
元



」
を
尊
重
し
な
い
と
い
う
点
は
同
じ
で
あ
る
。
三
枝






と
い
う
牛
肉
店
が
人
の
呼
ぶ
ま
ま
に
、
自
ら

も
ミ
エ
ダ
と
称
し
て
い
る
の
は
商
売
の
関
係
上
、
顧
客
に
便
利
で
さ
え
あ
れ
ば
よ
い
の
で
あ
ろ
う
が
、
之
と
同

じ
様
に
地
元
の
人
ま
で
が
無
知
な
登
山
者
の
勝
手
な
称
呼
に
迎
合
す
る
の
は
困
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　
白
馬
は
元
来
代
馬
と
書
く
の
が
正
し
く
、
残
雪
に
関
係
し
て
い
る
名
で
あ
る
。
春
に
な
っ
て
田
の
代



を
か
く

頃
に
、
雪
が
溶
け
て
露
出
し
た
岩
の
部
分
が
周
囲
の
残
雪
に
取
り
巻
か
れ
て
馬
の
形
を
現
わ
す
と
い
う
の
で
東

麓
北
城
村
あ
た
り
で
之
を
代
馬






と
称
し
た
の
が
山
名
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
白
馬
と
書
か
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
為
に
、
心
な
き
人
か
ら
ハ
ク
バ
と
音
読
さ
れ
、
そ
れ
を
誤
称
と
知
ら
ず
に
口
に
し
て
い
る
人
が
多
い
け

れ
ど
も
、
こ
れ
は
勿
論
シ
ロ
ウ
マ
と
訓
読
す
可
き
性
質
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
ハ
ク
バ
な
ど
と
い
う
耳
障
り
な

称
呼
は
一
日
も
早
く
一
掃
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

　
残
雪
に
因



め
る
山
名
は
白
馬
岳
の
外
に
も
幾
つ
か
あ
る
。
其
中
の
二
、
三
の
例
を
挙
げ
て
見
る
と
、
同
じ
山

脈
の
山
に
爺



岳
と
い
う
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
晩
春
に
な
る
と
山
体
の
或
部
分
に
笊



を
手
に
し
た
種
蒔
き
爺
さ
ん

の
形
が
黒
く
雪
中
に
現
わ
れ
、
足
も
と
に
二
個
の
大
き
な
種
が
蒔
か
れ
て
あ
る
。
八
十
八
夜
頃
は
殊
に
明
瞭
で

あ
る
と
い
う
。
又



山
梨
県
の
駒
ヶ
岳
山
脈
に
鳳
凰
山
と
い
う
有
名
な
山
が
あ
っ
て
、
此
山
に
も
雪
消
の
頃
露
出

し
た
岩
が
牛
の
形
を
現
わ
す
所
が
あ
る
の
で
、
一
名
を
農
牛






山
と
も
い
う
の
で
あ
る
。
是
等





は
代
馬
と
同
じ
く
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孰


れ
も
山
肌
の
部
分
が
馬
と
な
り
、
牛
と
な
り
、
或
は
爺
さ
ん
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
反
対
に
残
雪
其
物
が
或

る
形
を
現
す
も
の
と
し
て
は
常
念
山
脈
の
山
に
蝶
ヶ
岳
と
い
う
の
が
あ
る
。
六
月
中
旬
頃
に
な
る
と
松
本
平
の

北
端
明
科






あ
た
り
か
ら
眺
め
て
、
長
い
頂
上
の
左
の
肩
の
す
ぐ
下
の
所
に
雪
が
大
き
な
揚
羽
蝶








の
形
を
し
て
残

る
、
つ
ま
り
白
い
揚
羽
蝶
で
あ
る
。
又
赤
石
山
系
即
ち
通
称
日
本
南
ア
ル
プ
ス
の
白
峰





山
脈
の
山
で
あ
る
農
鳥






岳
は
其
名
の
如
く
春
の
農
作
に
取
り
懸
る
頃
、
頂
上
直
下
に
鳥
形
の
残
雪
が
現
れ
る
の
で
名
高
い
。
会
津
の
飯

豊


山
塊
の
中
の
地
紙





山
は
、
雪
が
扇
の
地
紙
の
よ
う
に
消
え
残
る
為
に
其
名
を
得
た
、
然



る
に
地
図
に
は
之
を

地
神
山
と
書
い
て
あ
る
の
は
誤
っ
て
い
る
。
上
越
国
境
の
清
水
山
塊
に
位
置
す
る
仙

倉







山
は
、
三
条
の
並
行

し
た
残
雪
に
依
り
て
三
之
字
之
頭
な
る
名
が
あ
り
、
北
麓
土
樽






村
の
人
は
そ
の
一
条
ず
つ
消
え
去
る
に
従
っ
て
、

農
事
の
季
節
を
卜



す
る
の
は
面
白
い
、
即
ち
三
之
字
で
苗
代
、
二
之
字
で
豆
蒔
き
、
一
之
字
で
田
植
と
言
い
な

ら
わ
さ
れ
て
い
る
。
其
外
越
中
に
は
鯉



や
鮒



の
形
が
現
れ
る
為
に
鯉
鮒
山
と
称
せ
ら
れ
る
山
も
あ
り
、
又
山
で

は
な
い
が
「
う
之
字
谷
」
な
ど
い
う
谷
も
あ
る
。
斯
様





な
例
は
積
雪
の
多
い
地
方
に
尚

お
少
な
か
ら
ず
存
す
る

こ
と
と
思
う
。

　
白
馬
岳
な
る
名
は
信
州
の
称
呼
で
あ
る
こ
と
前
述
の
通
り
で
あ
る
が
、
越
後
で
は
之
を
大
蓮
華
山
と
称
し
て

い
る
。
幾
つ
か
の
峰
頭
が
山
頂
に
兀
立






す
る
さ
ま
蓮
の
花
に
似
て
い
る
か
ら
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
け
れ
ど

も
同
じ
山
脈
中
の
三
俣
岳
な
ど
は
、
熊
を
捕
っ
た
猟
師
が
食
料
に
窮
し
て
、
熊
の
肝
臓
（
土
人
は
之
を
レ
ン
ゲ

と
称
す
る
）
を
食
っ
た
と
か
で
、
之
を
嘲
る
意
味
で
レ
ン
ゲ
喰

み
の
岳
と
い
う
た
こ
と
か
ら
レ
ン
ゲ
岳
と
な
り
、

そ
れ
に
蓮
華
の
二
字
を
当
て
た
例
な
ど
も
あ
る
の
で
、
能

く
調
べ
た
上
で
な
い
と
信
用
さ
れ
な
い
。
越
中
方
面
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の
名
称
は
不
明
で
あ
る
。
但
し
天
保
頃
の
も
の
と
思
わ
れ
る
地
図
に
、
上
駒
ヶ
岳
の
名
が
三
国
界
に
記
入
し
て

あ
り
、
今
の
鑓
ヶ
岳
と
思
わ
れ
る
も
の
に
不
帰






岳
と
書
し
、
傍
に
「
信
州
に
て
は
蓮
華
山
と
称
す
」
と
註
が
入

れ
て
あ
る
。
然
し
蓮
華
な
る
名
は
信
州
の
称
呼
で
な
い
こ
と
だ
け
は
確
か
で
あ
る
。

　
　
　
登
路

　
長
野
県
北
安
曇
郡
北
城
村
の
四
ツ
家
は
、
糸
魚
川
街
道
に
当
り
、
且

つ
松
本
市
か
ら
大
町
ま
で
は
電
車
、
大

町
か
ら
四
ツ
家
ま
で
は
自
動
車
が
通
じ
て
い
る
の
で
、
交
通
の
便
が
最
も
よ
く
、
此

処

を
登
山
口
に
選
ぶ
人
が

亦


最
も
多
い
。

　
新
潟
県
方
面
か
ら
は
、
糸
魚
川
街
道
の
大
前
若

し
く
は
平
岩
か
ら
大
所
に
出
で
、
夫



よ
り
蓮
華
温
泉
に
至
り
、

蓮
華
鉱
山
跡
を
経
て
、
鉢
ヶ
岳
の
南
方
越
中
と
の
国
境
上
に
出
で
、
山
稜
を
南
進
し
て
終



に
頂
上
に
達
す
る
の

で
あ
る
が
、
距
離
も
長
く
又



信
州
口
ほ
ど
楽
で
も
な
い
。

　
富
山
県
方
面
か
ら
は
、
黒
部
鉄
道
の
終
点
宇
奈
月
か
ら
、
黒
部
川
に
沿
う
て
遡
り
、
猫
又
谷
を
上
り
て
清
水






岳
に
出
る
も
よ
し
、
更
に
上
流
鐘
釣






温
泉
を
経
て
、
祖
母
谷









温
泉
に
至
り
、
祖
母
谷
を
遡
り
、
支
流
中
ノ
谷
を

上
り
て
清
水
岳
に
出
る
も
よ
い
。
清
水
岳
か
ら
は
山
稜
を
東
に
伝
い
て
、
一
時
間
半
も
あ
れ
ば
白
馬
岳
の
頂
上

に
達
せ
ら
れ
る
。
然



し
清
水
岳
に
出
る
迄
の
道
は
、
両
者
と
も
越
後
口
よ
り
一
層
困
難
で
あ
る
か
ら
、
黒
部
方

面
に
下
る
人
は
、
時
に
之



を
利
用
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、
此
方
面
か
ら
登
る
人
は
甚
だ
少
な
い
の
で
あ
る
。
尚
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お
蓮
華
温
泉
又
は
四
ツ
家
の
先
の
森
上






か
ら
信
越
国
境
上
に
在
る
俗
称
白
馬
の
大
池
（
実
は
乗
鞍
の
大
池
）
に

出
で
、
小
蓮
華
山
を
経
て
登
る
道
も
開
か
れ
た
。
是
等





の
中
で
四
ツ
家
口
は
何
と
い
っ
て
も
平
原
、
山
麓
、
森

林
、
雪
渓
、
お
花
畑
と
い
う
風
に
、
よ
く
調
和
さ
れ
た
変
化
が
あ
る
上
に
、
道
も
よ
く
、
設
備
も
比
較
的
整
っ

て
い
る
の
で
、
最
も
登
山
者
が
多
く
、
其



数
は
年
に
幾
千
に
上
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
で
四
ツ
家
口
の

登
山
路
に
就
て
大
略
を
記
す
こ
と
に
し
た
。

　
　
　
四
ツ
家
口
の
概
況

　
四
ツ
家
（
本
来
は
平
川
で
あ
る
が
四
ツ
家
で
通
っ
て
い
る
）
に
は
俗
に
山
木
と
い
う
宿
屋
が
あ
っ
て
、
登
山

者
の
世
話
を
し
て
呉

れ
る
。
近
頃
は
道
も
改
修
さ
れ
、
途
中
に
も
頂
上
に
も
小
屋
が
建
て
ら
れ
て
、
全
く
野
営

の
必
要
が
な
く
な
っ
た
の
で
、
白
馬
三
山
を
上
下
す
る
だ
け
な
ら
ば
、
丈
夫
な
金
剛
杖
と
金

※








を
携
帯
す
る

位
の
身
軽
な
扮
装
で
済
む
こ
と
に
な
っ
た
。

　
さ
て
支
度
を
整
え
て
山
木
を
出
発
し
、
西
に
向
っ
て
田
の
間
を
進
む
。
正
面
に
は
紫
藍
の
肌
に
雪
を
鏤





め
た

白
馬
三
山
か
ら
奥
不
帰
岳
、
唐
松
岳
に
至
る
連
嶺
の
姿
を
天
半
に
望
ん
で
、
清
爽
な
朝
の
気
分
が
一
し
お
の
壮

快
を
覚
え
る
。
左
手
に
細
野
の
人
家
を
眺
め
、
上



ッ
原



と
呼
ぶ
平
坦
な
原
野
に
出
る
、
木
立
の
中
や
草
原
に
は

桔
梗






、
女
郎
花







、
松
虫
草
、
コ
マ
ツ
ナ
ギ
等
が
咲
い
て
い
る
。
其

処

を
通
り
過
ぎ
る
と
二
股
に
着
く
、
四
ツ
家

か
ら
一
里
余
り
で
あ
ろ
う
、
立
派
な
小
屋
が
あ
る
。
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二
股
は
白
馬
岳
か
ら
発
す
る
北
股
と
、
鑓
ヶ
岳
か
ら
発
す
る
南
股
と
の
二
渓
が
落
合
う
所
な
の
で
其
名
が
あ

る
。
此



落
合
か
ら
下
は
松
川
と
呼
ば
れ
、
東
に
流
れ
て
平
川
と
合
し
、
姫
川
と
な
り
、
北
流
し
て
糸
魚
川
町
の

西
で
日
本
海
に
入
る
。
姫
川
は
巣
を
作
る
魚
と
し
て
知
ら
れ
た
糸
魚
を
産
す
る
為
に
糸
魚
川
の
名
が
あ
る
。
南

股
を
遡
る
こ
と
一
里
許



り
に
し
て
、
左
の
唐
松
沢
と
分
れ
、
右
に
湯
沢
を
上
れ
ば
、
白
馬
温
泉
と
改
称
さ
れ
た

岳


ノ
湯

を
経
て
鑓
ヶ
岳
に
達
す
る
。
近
年
新
道
が
作
ら
れ
て
此
道
を
通
る
人
は
極
め
て
稀
で
あ
る
か
ら
、
従
っ

て
道
も
荒
廃
し
て
い
る
。

　
釣
橋
で
南
股
を
渡
る
と
其
処
に
営
林
署
の
建
物
が
あ
っ
て
、
登
山
者
は
入
山
許
可
証
を
差
出
す
こ
と
に
な
っ

て
い
る
、
こ
の
許
可
証
は
出
発
の
時
に
山
木
で
渡
し
て
呉
れ
る
。
こ
れ
か
ら
北
股
の
右
岸
に
沿
う
て
進
む
の
で

あ
る
が
、
道
が
改
修
さ
れ
て
か
ら
昔
の
よ
う
に
河
原
や
河
原
近
く
を
通
る
こ
と
は
少
な
い
の
で
足
の
進
み
も
早

い
。
そ
ろ
そ
ろ
喬
木
帯
に
入
る
の
で
木
立
が
茂
っ
て
深
山
ら
し
く
な
る
。
譲



り
葉

の
野
生
が
多
い
の
も
見
慣
れ

な
い
人
に
は
珍
ら
し
い
で
あ
ろ
う
。
口
元
の
滝
ノ
沢
、
奥
の
滝
ノ
沢
な
ど
い
う
小
沢
が
左
手
の
山
腹
か
ら
瀑
と

な
っ
て
落
下
し
て
い
る
。
此
辺
に
は
蛇
紋
岩
が
多
く
露
出
し
て
い
る
よ
う
に
地
質
図
に
は
記
し
て
あ
る
。

　
葭
原
、
大
平






を
過
ぎ
て
、
二
股
か
ら
一
里
許
り
の
沼
池
に
着
く
。
元
来
沮
洳






の
地
で
、
水
芭
蕉
や
座
禅
草
な

ど
生
え
て
い
た
が
、
今
は
道
が
少
し
上
の
方
へ
つ
け
替
え
ら
れ
た
。
こ
の
附
近
の
林
中
に
戸
隠
升
麻










を
産
す
る
、

淡
紫
色
の
花
は
さ
し
て
綺
麗
と
い
う
で
も
な
い
が
、
産
地
が
少
な
い
の
で
珍
重
さ
れ
て
い
る
。
中
山
沢
を
渡
り
、

巨
大
な
山
毛
欅





林
の
中
を
登
っ
て
行
く
と
、
路
傍
に
猿
倉
の
小
屋
が
あ
る
。
此
辺
は
既
に
山
毛
欅
帯
で
あ
る
か

ら
、
高
度
も
千
二
百
米
を
超
え
て
い
る
。
此

処

か
ら
分
れ
て
左
に
行
く
道
は
、
二
子
乗
越
を
踰

え
て
南
股
の
上
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流
湯
沢
に
下
り
、
白
馬
温
泉
に
行
く
新
道
で
あ
る
。
途
中
鑓
ヶ
岳
か
ら
出
た
大
雪
崩
が
山
毛
欅
の
巨
木
を
へ
し

折
っ
て
、
林
の
中
を
一
押
し
に
押
し
下
っ
た
物
す
ご
い
跡
が
見
ら
れ
る
。

　
昔
の
白
馬
登
山
路
は
、
此
辺
で
一
度
河
原
に
出
て
か
ら
ま
た
喬
木
林
の
中
に
入
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
其
処

は
熊
ノ
穴
と
称
し
、
関
門
状
を
な
し
た
巨
岩
の
間
か
ら
、
渓
水
が
急
瑞
を
な
し
て
奔
出
し
、
雷
の
如
き
響
は
耳

を
聾
す
る
許



り
で
、
壮
観
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
今
は
足
下
遥





に
渓
声
を
聞
く
の
み
で
あ
る
。
姥
百
合









、

大
虎
杖








、
水
芭
蕉
、
夜
衾
草








、
矢
車
草
等
の
巨
大
な
る
も
の
が
見
ら
れ
た
の
も
、
こ
の
あ
た
り
か
ら
で
あ
っ
た

が
、
最
早





原
始
の
面
影
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
長

走







沢
を
渡
り
て
一
し
き
り
急
坂
を
辿
れ
ば
、
道
は
い
つ
し
か
爪
先
上
り
と
な
り
、
三
荷
葉







、
大
伶
人
草










、

夏
雪
草








等
が
咲
い
て
い
る
。
木
立
が
薄
く
な
っ
て
、
追
上






沢
と
い
う
の
を
越
す
と
、
間
も
な
く
杓
子
の
大
沢
に

出
る
、
夫



を
渡
っ
て
右
に
少
し
登
る
と
小
屋
が
あ
る
、
こ
こ
が
白
馬
尻
と
呼
ば
れ
る
所
で
、
右
か
ら
白
馬
沢
が

来
て
杓
子
の
大
沢
に
合
流
し
て
い
る
上
手
に
当
っ
て
い
る
。

　
白
馬
尻
は
海
抜
千
五
百
七
十
二
米
約
五
千
二
百
尺
で
あ
る
か
ら
、
四
ツ
家
よ
り
高
き
こ
と
二
千
八
百
七
十
尺

余
り
、
距
離
は
直
径
に
し
て
二
里
半
に
六
町
ほ
ど
足
り
な
い
。
即
ち
一
里
に
つ
い
て
千
二
百
三
十
三
尺
、
一
町

に
付
て
三
十
四
尺
の
上
り
で
あ
る
。
之



を
白
馬
尻
か
ら
葱

平








ま
で
直
径
に
し
て
十
九
町
、
葱
平
か
ら
絶
頂
ま

で
十
二
町
、
合
せ
て
三
十
一
町
の
間
に
高
さ
を
増
す
こ
と
四
千
四
百
九
十
一
尺
、
即
ち
一
町
に
付
て
百
四
十
五

尺
の
上
り
と
な
る
の
に
較
べ
る
と
難
易
元
よ
り
同
日
の
談
で
な
い
こ
と
が
判
明
す
る
。
そ
れ
で
上
り
に
要
す
る

時
間
は
、
前
者
も
後
者
も
似
た
り
よ
っ
た
り
で
、
先
ず
四
時
間
内
外
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
ま
で
来
れ
ば
白
馬
登
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山
の
前
半
を
終
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　
二
股
か
ら
白
馬
尻
ま
で
は
闊
葉
樹
の
森
林
で
あ
っ
た
の
が
、
白
馬
尻
に
出
る
と
急
に
四
方
が
パ
ッ
と
開
い
て
、

灌
木
な
ど
も
余
り
見
当
ら
ず
、
針
葉
樹
の
林
と
い
う
も
の
は
絶
え
て
無
い
。
多
く
の
高
山
は
闊
葉
樹
林
の
次
に

針
葉
闊
葉
の
混
淆
林
が
あ
り
、
次
に
針
葉
樹
林
と
な
り
、
灌
木
帯
、
草
本
帯
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
白
馬
岳
に

は
信
州
惻
に
は
全
く
針
葉
樹
林
が
欠
け
て
い
る
。

　
白
馬
尻
の
小
屋
か
ら
灌
木
の
中
を
少
し
西
に
行
く
と
、
忽
ち
眼
前
に
愉
快
な
光
景
が
展
開
す
る
、
雪
渓
！
九

天
の
銀
河
が
一
夜
に
落
ち
て
此
処
に
止
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
疑
わ
し
め
る
、
随
分
長
い
、
視
線
の
及
ぶ
限

り
続
い
て
い
る
、
幅
は
広
い
所
で
二
町
余
り
、
長
さ
は
二
十
町
を
超
え
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
末
端
は
五
、
六
尺

の
厚
さ
あ
る
雪
の
層
が
隧
道
を
作
り
、
其
奥
か
ら
氷
の
よ
う
に
冷
た
い
水
が
解
放
さ
れ
た
喜
び
を
歌
う
よ
う
に

わ
め
き
な
が
ら
走
り
出
し
て
い
る
、
洞
穴
の
口
元
は
温
泉
の
湯
気
の
よ
う
に
濛
々






た
る
水
蒸
気
が
立
ち
罩

め
て

い
る
が
、
其
中
に
入
る
と
ひ
や
り
と
つ
め
た
い
。

　
雪
渓
は
離
れ
て
眺
め
る
と
、
如
何
に
も
表
面
が
滑
か
で
真
白
な
雪
の
連
続
の
よ
う
に
想
え
る
が
、
其
上
に
下

り
立
っ
て
熟
視
す
る
と
思
の
外
に
雪
は
汚
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
両
岸
の
山
側
か
ら
土
や
ご
み
が
落
ち
る
為
で
、

高
い
所
に
行
く
程
汚
れ
が
無
く
な
る
。
表
面
も
風
に
吹
か
れ
て
波
立
っ
た
水
面
の
よ
う
に
凹
凸
が
あ
る
、
こ
の

窪
み
を
足
場
に
す
れ
ば
滑
る
心
配
が
少
な
い
。
そ
れ
に
雪
も
ざ
ら
め
の
よ
う
に
ざ
ら
つ
い
た
粒
の
集
り
な
の
で
、

降
り
た
て
の
雪
の
よ
う
に
滑
る
こ
と
は
な
い
。
こ
の
雪
の
粒
が
互
に
固
く
癒
合
凍
結
す
れ
ば
則





ち
氷
河
と
な
る
、

氷
河
と
な
る
に
は
ま
だ
高
度
が
不
足
し
て
居
る
。
此
辺
の
緯
度
な
ら
ば
外
国
の
例
か
ら
推
し
て
、
雪
線
は
恐
ら
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く
一
万
三
千
五
百
尺
前
後
で
あ
ろ
う
か
ら
、
こ
の
雪
渓
を
氷
河
に
す
る
為
に
は
、
少
く
と
も
白
馬
岳
を
千
百
五

十
米
だ
け
高
く
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
白
馬
岳
の
雪
渓
は
、
其
雪
量
と
長
さ
と
に
於
て
他
に
匹
敵
す
る
も
の
が
な
い
よ
う
に
噂
さ
れ
て
い
た
が
、
今

で
は
黒
部
川
の
大
峡
谷
を
隔
て
て
、
直

ぐ
西
に
対
峙
し
て
い
る
立
山
山
脈
の
立
山
連
峰
の
方
が
白
馬
連
峰
よ
り

も
深
雪
地
で
あ
る
こ
と
は
隠
れ
な
き
事
実
と
な
っ
た
。
劒
岳
の
南
を
流
れ
る
劒
沢
の
雪
渓
は
白
馬
の
大
雪
渓
よ

り
も
長
い
、
御
山





谷
、
御
前





谷
、
内
蔵
之
助











谷
な
ど
の
雪
渓
も
、
皆
白
馬
の
も
の
に
比
し
て
優
る
と
も
劣
る
も

の
で
は
な
い
。
其
外
劒
の
大
窓
、
小
窓
、
三

窓







は
勿
論
、
長
次
郎
谷
で
も
平
蔵
谷
で
も
実
に
美
事
な
雪
渓
で

あ
る
。
高
山
植
物
で
は
立
山
は
白
馬
岳
に
及
ば
ぬ
。
然



し
雪
で
は
白
馬
岳
は
到
底
立
山
の
敵
で
は
な
い
。

　
こ
の
大
雪
渓
は
如
何
し
て
出
来
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
言
う
迄
も
な
く
降
雪
量
の
多
い
こ
と
に
原
因
す
る
の

で
あ
る
。
冬
季
日
本
に
於
け
る
卓
越
風
は
、
北
北
西
又
は
北
西
の
風
で
、
遠
く
シ
ベ
リ
ヤ
満
洲
方
面
の
大
陸
か

ら
来
る
乾
燥
し
た
風
で
あ
る
。
そ
れ
が
日
本
海
上
を
横
断
す
る
際
に
尽




く

其
水
蒸
気
を
拉
し
来
っ
て
、
真
先
に

撞
き
当
る
の
が
立
山
山
脈
と
後
立
山
山
脈
即
ち
白
馬
山
脈
で
あ
る
か
ら
、
此
処
に
多
量
の
降
雪
を
見
る
訳
で
あ

る
。
其
上
に
山
脈
の
方
向
は
南
北
を
指
し
、
風
の
方
向
と
一
致
し
な
い
、
従
っ
て
山
脈
の
風
下
の
側
に
は
、
風

の
死
角
に
伴
う
無
風
帯
と
も
い
う
可

き
も
の
が
あ
る
訳
で
あ
る
。
実
際
は
無
風
と
ま
で
は
行
か
ず
と
も
、
其
処

は
非
常
に
風
力
が
弱
い
に
相
違
な
い
、
峰
越
し
の
勁
風
に
吹
き
捲
ら
れ
た
雪
片
は
、
こ
の
無
風
帯
に
入
る
と
落

ち
て
し
ま
う
。
ま
た
晴
天
の
際
も
風
の
強
い
日
に
は
、
乾
燥
し
た
粘
り
気
の
な
い
雪
は
、
風
上
の
斜
面
か
ら
吹

き
飛
ば
さ
れ
て
皆
風
下
に
積
る
。
之
が
白
馬
岳
や
立
山
に
限
ら
ず
、
南
北
日
本
ア
ル
プ
ス
は
言
う
迄
も
な
く
、

13



全
日
本
を
通
じ
て
、
山
脈
の
西
側
よ
り
も
東
側
に
残
雪
の
多
い
理
由
で
あ
る
。

　
又



山
脈
の
東
側
に
在
り
て
は
、
夜
の
間
に
凍
っ
た
雪
が
漸
く
溶
け
始
め
る
頃
に
は
、
日
は
既
に
午



を
過
ぎ
て

次
第
に
日
光
の
直
射
を
受
け
な
く
な
る
に
反
し
、
西
側
は
気
温
の
上
昇
と
共
に
溶
け
始
め
た
雪
が
午
近
き
日
光

の
直
射
を
受
け
て
溶
解
度
を
増
し
、
日
没
の
後
も
凍
結
す
る
迄
一
、
二
時
間
は
溶
け
て
い
る
の
で
、
東
側
よ
り

も
恐
ら
く
溶
け
る
量
が
多
い
と
い
う
点
も
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
然
し
こ
れ
は
考
慮
に
入
れ
る
ほ
ど
重
要
な
る

も
の
で
は
あ
る
ま
い
。

　
三
本
の
長
い
爪
を
持
っ
た
金
樏
を
草
鞋
の
下
に
つ
け
て
雪
渓
を
登
り
始
め
る
、
十
五
度
乃
至





二
十
度
位
の
勾

配
で
あ
る
か
ら
、
少
し
慣
れ
る
と
樏
な
し
で
も
登
れ
る
。
今
迄
の
陰
鬱
な
喬
木
林
の
中
と
違
い
、
四
方
が
明
け

開
き
で
気
持
ち
が
よ
い
。
雪
は
堅
く
固
結
し
て
い
る
の
で
、
落
ち
込
む
心
配
も
な
く
、
朝
は
凍
っ
て
時
に
金
樏

の
爪
も
立
た
ぬ
こ
と
も
あ
る
が
、
気
温
が
上
昇
す
る
と
表
面
三
、
四
寸
の
間
が
水
つ
い
て
来
る
か
ら
、
急
勾
配

に
な
る
と
草
鞋
で
は
滑
る
。
両
側
の
雪
が
消
え
た
許
り
の
斜
面
に
は
、
薄
汚
く
な
っ
た
古
株
の
間
か
ら
、
草
の

芽
立
ち
が
ほ
の
紅
く
角



ぐ
ん
で
い
る
。
一
週
間
も
前
に
溶
け
た
所
は
も
う
花
の
盛
り
で
あ
る
。
紅
花
苺









や
大

桜
草
の
紅
い
花
、
虫
取
菫









の
紫
の
花
な
ど
、
彼
を
見
此
を
眺
め
て
時
の
移
る
を
知
ら
ず
、
或
は
初
め
て
雪
渓

を
辿
る
面
白
さ
に
、
脇
目
も
く
れ
ず
ひ
た
上
り
に
上
っ
て
行
く
人
も
あ
る
。
何
と
い
っ
て
も
登
る
一
方
で
少
し

の
無
駄
も
な
い
か
ら
、
ゆ
っ
く
り
歩
い
て
も
道
は
捗





る
。
雪
渓
の
表
面
に
は
水
蒸
気
が
凝



っ
て
烟
の
よ
う
に
漂

い
、
風
に
連
れ
て
渦
を
巻
き
な
が
ら
太
い
柱
の
よ
う
に
な
っ
て
動
い
て
行
く
こ
と
な
ど
も
あ
る
。
其
中
に
巻
き

込
ま
れ
る
と
生
温
る
い
感
じ
が
す
る
。
登
る
に
従
っ
て
勾
配
は
次
第
に
急
と
な
り
、
足
が
重
く
な
っ
て
能

く
休
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む
、
少
し
立
ち
止
っ
て
い
る
と
汗
も
一
時
に
引
い
て
寒
さ
を
覚
え
て
来
る
。
三
時
間
近
く
も
登
っ
て
、
恐
ろ
し

く
急
な
小
雪
渓
を
横
断
す
る
と
、
雪
は
尽
き
て
久
し
振
り
に
土
を
踏
む
よ
う
な
気
が
す
る
、
こ
こ
が
葱
平
で
あ

る
。

　
雪
渓
の
附
近
例
え
ば
白
馬
尻
の
小
屋
あ
た
り
に
泊
っ
て
い
る
と
、
朝
は
さ
ま
ざ
ま
な
鳥
の
鳴
き
声
で
頗
る
賑

か
で
あ
る
。
東
が
白
み
始
め
る
頃
に
な
る
と
、
最
初
に
聞
え
る
の
が
時

鳥







の
声
で
あ
る
。
あ
の
キ
ヨ
キ
ヨ
と

五
、
六
声
連
ね
て
鳴
く
特
有
の
叫
び
も
、
五
月
の
秩
父
あ
た
り
で
青
葉
の
奥
に
聞
く
の
と
は
違
っ
て
余
程
鋭
い

よ
う
に
思
わ
れ
る
、
場
所
が
寒
い
為
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
か
ら
駒
鳥
だ
、
明
る
い
そ
し
て
朗
か
な
大
き
な
声
で
ヒ

ン
カ
ラ
カ
ラ
ヒ
ン
カ
ラ
カ
ラ
と
鳴
く
。
次
で
鶯
が
囀
る
。
巧
婦
鳥







な
ど
も
近
く
の
石
の
上
で
、
不
意
に
美
し
い

声
で
鳴
き
出
す
こ
と
も
あ
る
。
鳴
き
声
が
ゼ
ニ
ト
リ
ゼ
ニ
ト
リ
と
聞
え
る
の
で
、
登
山
者
の
間
に
は
銭
鳥
で
通

っ
て
い
る
目
細





や
、
淋
し
い
声
で
ヒ
ヨ
ー
ヒ
ヨ
ー
と
鳴
く
鷽



な
ど
も
聞
か
れ
る
。
朝
の
雪
渓
は
全
く
一
し
き
り

小
鳥
の
合
唱
所
の
よ
う
な
観
が
あ
る
。

　
雪
渓
に
限
ら
ず
、
岩
で
も
斜
面
で
も
そ
う
で
あ
る
が
、
下
り
は
登
り
よ
り
も
熟
練
を
要
す
る
も
の
で
、
登
り

に
は
何
と
も
思
わ
な
か
っ
た
も
の
が
下
り
に
は
恐
ろ
し
く
て
足
が
出
せ
な
い
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
屡
々






経

験
す
る
所
で
あ
る
。
初
め
て
雪
渓
を
登
っ
た
人
が
下
る
時
に
、
茣

蓙

を
敷
い
て
其
上
に
腰
掛
け
て
滑
降
し
た
所
、

余
り
勢




が

よ
い
の
で
恐
ろ
し
く
な
り
、
途
中
で
止
め
よ
う
と
し
た
が
力
及
ば
ず
、
終



に
顛
倒






し
て
怪
我
を
し
た

例
は
沢
山
あ
る
。
白
馬
の
雪
渓
は
半
ば
以
下
は
勾
配
が
緩
い
の
で
滑
降
も
危
険
は
な
い
が
、
上
部
は
可

な
り
急

で
あ
る
か
ら
、
初
め
て
の
登
山
者
は
独
り
で
滑
降
す
る
こ
と
は
多
少
の
危
険
が
伴
う
。
木
の
枝
を
橇



の
代
用
と
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し
、
之
に
荷
物
と
自
分
を
載
せ
、
綱
を
付
け
て
人
夫
に
曳
き
下
ら
せ
る
と
よ
い
。
尤
も
ス
キ
ー
の
出
来
る
人
な

ら
ば
滑
降
も
自
由
で
あ
る
が
、
夫
に
は
勾
配
が
少
し
緩
い
で
あ
ろ
う
。
兎

に
角



雪
渓
の
滑
降
は
う
ま
く
行
け
ば

愉
快
な
も
の
に
相
違
な
い
。

　
葱
平
は
葱





の
生
ず
る
斜
面
と
い
う
程
の
名
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
も
可
な
り
急
な
斜
面
で
あ
る
。
葱
と
い
う
の
は

白
馬
浅
葱










の
こ
と
で
あ
る
。
山
蒜






や
韮



と
同
じ
よ
う
な
花
で
あ
る
が
、
大
形
で
而



も
紅
紫
色
で
あ
る
か
ら
美
し

い
、
そ
れ
が
多
い
為
に
地
名
と
な
っ
た
も
の
か
。

　
草
花
の
咲
き
乱
れ
た
急
坂
を
登
り
尽
す
と
今
度
は
葱
平
と
い
う
少
し
は
平
坦
の
地
に
出
る
。
此
処
は
白
馬
浅

葱
、
白
馬
扇









、
白
山
小
桜










、
信
濃
金
梅









、
高
根
薔
薇











、
黄
花
石
楠










、
黒
百
合
、
色
丹
草








な
ど
、
素
人
目
に
も

美
し
い
花
が
そ
れ
こ
そ
妍



を
競
い
麗
を
闘
わ
し
、
立
派
な
お
花
畑
で
あ
る
。
殊
に
高
根
薔
薇
の
艶
麗
、
黄
花
石

楠
の
高
雅
な
る
姿
は
忘
れ
ら
れ
な
い
。

　
白
馬
岳
の
頂
上
は
未
だ
見
ら
れ
な
い
が
、
左
手
を
眺
め
る
と
杓
子
岳
続
き
の
一
岩
峰
が
錐



の
よ
う
に
尖



っ
た

頭
を
高
く
天
空
に
刺
し
、
岩
骨
削
る
が
如
く
、
一
草
一
木
を
生
じ
な
い
。
岩
の
風
化
作
用
に
抵
抗
す
る
力
が
比

較
的
弱
い
所

為

か
、
崩
壊
甚
し
く
、
ガ
ラ
ガ
ラ
音
を
立
て
な
が
ら
絶
え
ず
落
下
し
て
い
る
岩
屑
は
崖
の
下
に
堆






く
積
っ
て
、
凄
惨
な
光
景
を
呈
出
し
て
い
る
。

　
更
に
登
る
こ
と
少

許








に
し
て
、
路
傍
に
小
山
の
如
き
巨
岩
が
峙





ち
、
右
に
大
残
雪
が
あ
っ
て
雪
解
の
水
が

滾
滾






と
流
れ
て
い
る
、
そ
れ
を
見
る
と
誰
し
も
一
口
飲
ま
ず
に
は
通
れ
な
い
。
野
営
の
好
適
地
で
あ
っ
た
が
、

近
年
稍



其
上
手
に
小
屋
が
建
て
ら
れ
た
、
離
山
の
直
ぐ
下
に
在
る
の
で
離
山
の
小
屋
と
呼
び
、
頂
上
の
小
屋
と

16白馬岳



区
別
し
て
い
る
。
こ
こ
に
も
白
馬
浅
葱
や
白
山
小
桜
な
ど
目
を
惹
く
植
物
も
少
な
く
な
い
が
、
注
意
す
可
き
は

其
等
の
植
物
よ
り
も
大
残
雪
の
附
近
の
岩
面
に
印
さ
れ
た
氷
河
の
擦
痕
と
、
あ
た
り
に
散
乱
し
て
い
る
漂
石






と

で
あ
る
、
こ
の
氷
河
遺
跡
は
日
本
に
於
て
最
初
に
発
見
さ
れ
た
も
の
で
、
発
見
者
は
山
崎
直
方
博
士
で
あ
る
。

　
今
こ
そ
白
馬
岳
に
は
氷
河
は
見
ら
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
幾
万
年
か
の
前
の
氷
河
時
代
に
は
、
気
候
が
今
よ
り

も
寒
く
、
日
本
ア
ル
プ
ス
に
も
永
河
が
生
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。
高
山
の
頂
上
附
近
に
盃
を
割
っ
た
よ
う
な
半

円
形
の
窪
が
あ
る
、
其
処
が
氷
河
の
生
長
し
て
い
た
場
所
で
、
カ
ー
ル
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
白
馬
岳
の
も
の
は

氷
河
が
溶
け
去
っ
た
後
の
風
化
作
用
が
甚
し
か
っ
た
も
の
か
、
殆
ど
其
原
形
は
認
め
ら
れ
な
い
。
然
し
な
が
ら

略

ぼ
完
全
に
近
い
カ
ー
ル
は
、
北
ア
ル
プ
ス
は
勿
論
南
ア
ル
プ
ス
に
も
保
存
さ
れ
て
い
る
。
北
ア
ル
プ
ス
で
は

立
山
、
薬
師
岳
及
び
黒
岳
の
東
側
に
於
け
る
三
個
乃
至
四
個
の
カ
ー
ル
、
針
木
岳
の
厩
窪






等
は
尤
も
顕
著
な
も

の
で
あ
り
、
南
ア
ル
プ
ス
で
は
仙
丈
岳
の
頂
上
に
二
個
、
悪
沢






岳
の
西
の
尾
根
上
に
二
個
あ
っ
て
、
共
に
標
式

的
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
カ
ー
ル
の
在
る
位
置
は
平
均
二
千
五
百
米
乃
至
二
千
六
百
米
で
あ
る
と
い
う
。

其
外
有
名
な
上
河
内







（
上
高
地
）
の
渓
谷
に
入
れ
ば
、
氷
河
流
に
依
っ
て
作
ら
れ
た
こ
と
を
証
明
さ
れ
た
珍
し

い
Ｕ
字
状
の
谷
が
見
ら
れ
る
。

　
離
山
の
小
屋
か
ら
少
し
上
っ
た
所
は
既
に
頂
上
の
一
部
で
、
夫
か
ら
北
を
指
し
て
登
る
こ
と
二
十
分
で
頂
上

の
小
屋
に
至
り
、
更
に
二
十
分
で
絶
頂
の
三
角
点
に
達
す
る
。
小
屋
の
あ
る
所
は
北
に
高
み
を
帯
び
、
南
を
見

は
ら
し
て
い
る
少
許
の
平
坦
地
で
あ
る
。
水
は
二
町
程
西
に
下
っ
た
所
の
岩
の
間
か
ら
多
量
に
湧
き
出
し
て
い

る
。
山
の
小
屋
で
最
も
苦
心
す
る
の
は
水
で
あ
っ
て
、
高
山
の
頂
上
で
は
残
雪
を
溶
し
て
用
い
る
場
合
が
多
い
。
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然
る
に
こ
の
小
屋
の
附
近
に
は
夏
は
残



ん
の
雪
も
な
い
の
に
、
こ
の
高
い
所
で
而
も
多
量
の
水
が
湧
き
出
し
て

い
る
の
は
珍
と
す
可
き
で
あ
る
。

　
　
　
山
頂

　
頂
上
は
短
い
偃
松






の
外
は
一
面
の
草
地
で
あ
る
、
然



し
絶
頂
に
近
付
く
に
従
っ
て
、
岩
石
を
露
出
す
る
所
が

多
い
。
南
側
は
比
較
的
緩
い
傾
斜
面
で
、
少
し
は
平
な
所
も
あ
る
が
、
北
に
廻
る
に
従
っ
て
斜
面
は
稍



急
と
な

り
、
偃
松
の
叢
生
し
た
草
地
の
外
は
、
ガ
ラ
ガ
ラ
し
た
岩
石
の
露
出
地
で
、
斯
様





な
場
所
を
好
む
千
島
桔
梗
や

駒
草






が
多
い
。
其

処

を
下
っ
て
行
く
と
黒
薙






川
の
上
流
柳
又
の
発
源
地
に
出
る
、
こ
こ
も
一
個
の
カ
ー
ル
の
底

で
は
な
い
か
と
思
う
。
其



下
で
北
の
方
鉢
ヶ
岳
の
直
下
に
も
、
同
じ
よ
う
な
地
形
が
あ
っ
て
、
水
を
湛
え
た
二
、

三
の
小
池
が
あ
る
、
こ
れ
も
カ
ー
ル
の
遺
跡
ら
し
い
。

●
白
馬
岳

　
西
側
に
較
べ
る
と
、
東
側
は
山
骨
を
む
き
出
し
て
ま
る
で
大
地
震
に
崩
れ
た
崖
地
を
見
る
よ
う
で
あ
る
。
こ

の
崩
れ
は
年
々
西
の
方
へ
侵
入
し
て
行
く
ら
し
い
の
で
、
崖
の
縁
と
四
、
五
間
の
距
離
し
か
な
い
三
角
点
の
標

石
は
、
何
年
か
の
後
に
は
屹
度





崩
れ
落
ち
て
し
ま
う
に
違
い
な
い
。
飛
騨
山
脈
で
も
赤
石
山
系
で
も
、
大
抵
の

山
は
東
側
が
急
崖
を
な
し
て
い
る
、
山
脈
の
成
因
に
も
よ
る
で
あ
ろ
う
が
、
積
雪
量
の
多
い
こ
と
も
斯
様
な
地
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形
を
作
る
に
大
関
係
あ
る
こ
と
と
信
ず
る
。

　
白
馬
岳
の
西
に
は
旭
岳
が
屹
立
し
て
い
る
。
高
さ
は
二
千
八
百
米
を
少
し
超
え
て
い
よ
う
。
東
か
ら
見
る
と

肩
幅
が
広
く
、
南
寄
り
の
方
は
ベ
ッ
ト
リ
と
残
雪
に
掩
わ
れ
て
い
る
が
、
北
か
ら
眺
め
る
と
真
黒
な
尖



っ
た
岩

峰
と
変
っ
て
し
ま
う
、
越
中
で
は
之



を
鑓
ヶ
岳
と
称
し
て
い
た
ら
し
い
。
今
も
そ
う
呼
ん
で
い
る
か
ど
う
か
聞

き
洩
し
た
か
ら
不
明
で
あ
る
。

　
白
馬
岳
の
北
方
、
山
稜
の
二
岐
し
て
い
る
所
か
ら
、
東
に
尾
根
を
伝
い
て
二
千
七
百
六
十
九
米
の
小
蓮
華
山

を
踰

え
二
千
六
百
二
十
米
の
大
日
岳
を
東
に
下
り
始
め
る
と
、
眼
下
に
一
泓






の
明
鏡
が
見
え
る
、
名
は
大
池
。

其
東
南
に
対
峙
し
た
双
峰
は
乗
鞍
岳
で
あ
る
か
ら
、
本
来
な
ら
乗
鞍
の
大
池
と
い
う
可

き
で
あ
る
が
、
い
つ
し

か
白
馬
の
大
池
で
通
る
よ
う
に
な
っ
た
。
尤
も
代
馬
の
現
れ
る
の
は
大
日
岳
の
下
で
あ
る
か
ら
、
当
然
こ
の
山

が
白
馬
岳
と
呼
ば
る
べ
き
で
、
そ
う
す
れ
ば
白
馬
の
大
池
で
一
向






に
差
支
な
い
の
で
あ
る
。
周
り
は
半
里
許
り
、

水
は
透
明
で
砂
は
白
く
、
偃
松
の
緑
之
に
点
じ
て
、
白
砂
青
松
、
愛
す
可
き
景
色
で
あ
る
。
池
畔
に
は
白
山
小

桜
と
白
山
一
華









の
大
群
落
が
、
紅
白
相
対
し
て
美
観
を
呈
し
て
い
る
。
小
屋
が
あ
っ
て
泊
り
に
差
支
な
く
、
ス

キ
ー
も
備
え
て
あ
れ
ば
小
舟
も
浮
べ
て
あ
る
。
白
馬
の
小
屋
か
ら
七
時
間
あ
れ
ば
往
復
さ
れ
る
の
で
、
一
日
掛

り
で
遊
び
に
出
掛
る
人
も
少
く
な
い
。
大
池
の
小
屋
か
ら
は
既
記
の
如
く
、
蓮
華
温
泉
又



は
森
上
へ
下
る
道
も

あ
る
。

　
白
馬
の
小
屋
か
ら
南
を
望
む
と
、
直
ぐ
鼻
の
先
に
大
き
な
屋
根
形
を
し
た
山
が
蟠




っ

て
い
る
、
こ
れ
が
杓
子

岳
で
あ
る
。
こ
の
山
の
西
側
は
赤
茶
け
た
石
板
の
よ
う
に
薄
い
破
片
岩
の
堆
積
で
、
踏
む
と
ガ
ラ
ガ
ラ
崩
れ
る
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か
ら
、
非
常
に
登
り
に
く
い
。
上
の
方
は
偃
松
も
草
も
生
え
な
い
全
く
の
岩
許



り
で
あ
る
。
頂
上
は
南
北
に
長

い
が
、
東
側
か
ら
絶
壁
が
の
し
上
っ
て
来
て
い
る
の
で
幅
と
い
う
も
の
が
な
い
、
白
馬
の
小
屋
か
ら
尾
根
を
伝

い
て
杓
子
岳
の
頂
上
ま
で
一
時
間
半
あ
れ
ば
充
分
で
あ
る
。
余
り
興
味
の
あ
る
山
で
は
な
い
か
ら
、
頂
上
へ
は

登
ら
ず
に
八
合
目
あ
た
り
を
横
断
し
て
、
鑓
ヶ
岳
へ
向
う
の
を
普
通
と
し
て
い
る
。

　
鑓
ヶ
岳
は
杓
子
岳
と
の
鞍
部
か
ら
稍
急
峻
な
登
り
を
続
け
て
、
一
寸






し
た
高
み
に
出
る
と
あ
と
は
楽
に
三
角

点
に
達
す
る
、
鞍
部
か
ら
一
時
間
を
要
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
東
か
ら
仰
ぐ
と
絶
頂
が
ぽ
つ
ん
と
鮫
の
歯
の
よ
う

に
尖
っ
て
、
鑓
と
い
う
名
も
不
当
で
な
い
こ
と
を
思
わ
せ
る
が
、
登
っ
て
見
る
と
寧
ろ
角
の
と
れ
た
円
満
な
山

な
の
に
驚
く
。
岩
が
白
く
さ
れ
て
遠
望
に
は
雪
か
と
紛
う
程
で
、
越
中
の
猟
師
な
ど
が
白
髪





山
と
呼
ぶ
の
も
無

理
は
な
い
と
思
う
。

　
　
　
眺
望

　
白
馬
岳
は
日
本
ア
ル
プ
ス
の
中
に
あ
り
て
も
有
数
の
高
山
で
あ
る
が
、
惜
し
い
こ
と
に
は
位
置
が
余
り
北
に

偏
し
て
い
る
為
に
、
四
近
に
覇
を
争
う
高
峰
が
な
く
、
眺
望
は
極
め
て
広
闊
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
雄
大
と
い
う

に
は
少
し
欠
け
て
い
る
。
山
上
に
於
け
る
雄
大
な
眺
望
と
い
え
ば
、
如
何
し
て
も
同
じ
位
の
高
さ
の
山
が
間
近

く
簇
立






し
て
、
互





に
高
峻
を
競
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
白
馬
岳
で
は
西
か
ら
南
の
眺

望
が
こ
の
条
件
を
充
す
に
止



ま
っ
て
い
る
。
試
に
南
を
眺
め
て
い
た
眼
を
転
じ
て
北
又



は
東
を
見
る
な
ら
ば
、
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其
処
に
心
を
と
き
め
か
せ
る
或
も
の
を
期
待
し
て
、
満
た
さ
れ
な
い
心
か
ら
強
い
失
望
を
感
ず
る
で
あ
ろ
う
。

高
山
の
頂
上
か
ら
眺
め
て
は
、
平
野
や
河
や
海
な
ど
は
色
彩
な
く
変
化
に
乏
し
く
、
唯



物
珍
ら
し
い
と
い
う
だ

け
で
、
多
少
の
好
奇
心
を
満
足
せ
し
む
る
に
過
ぎ
な
い
。
我
等
の
心
を
高
尚
な
ら
し
め
、
我
等
の
意
気
を
軒
昂

に
し
、
我
等
の
胸
に
健
闘
努
力
の
精
神
を
鼓
吹
す
る
も
の
は
、
面
と
向
い
合
っ
て
肩
を
並
べ
た
巨
人
「
山
」
あ

る
の
み
で
あ
る
。

　
然



し
眺
望
の
広
闊
な
る
こ
と
は
驚
嘆
に
値
す
る
。
西
に
は
近
く
旭
岳
が
聳
え
、
山
頂
の
東
側
で
中
央
部
に
特

立
し
た
巨
岩
が
頭
を
突
き
出
し
て
い
る
。
其



北
に
は
遠
く
黒
部
の
三
角
洲
と
日
本
海
と
が
見
え
る
。
漁
船
な
ど

は
木
の
葉
を
散
ら
し
た
よ
う
だ
。
旭
岳
の
南
に
は
毛
勝





連
山
が
三
峰
を
擡



げ
、
孰



れ
も
長
い
雪
渓
を
懸
け
て
い

る
。
こ
の
二
山
の
間
か
ら
は
富
山
平
原
が
望
ま
れ
、
夜
は
富
山
市
の
電
灯
が
蛍
の
飛
び
交
う
に
似
て
い
る
。
次



で
遠
い
桔
梗
色
の
空
に
ふ
わ
り
と
青
黛






を
浮
べ
て
い
る
の
は
、
加
賀
の
白
山
で
あ
る
。
劒
岳
は
此



方
面
か
ら
見

る
と
素
晴
ら
し
い
金
字
塔
を
押
し
立
て
、
別
山






、
真
砂





岳
か
ら
富
士
ノ
折
立
、
雄
山





と
続
い
た
立
山
連
峰
の
壮

観
は
、
他
の
追
従
を
許
さ
な
い
。
薬
師
の
大
岳
は
半
ば
以
上
立
山
に
隠
れ
る
。
黒
部
五
郎
岳
（
中
俣
岳
）
、
赤

牛
岳
、
黒
岳
、
鷲
羽
岳
な
ど
い
う
黒
部
川
上
流
の
大
立
物
は
、
蒼
溟
の
大
波
が
捲
き
起
っ
て
将



に
崩
れ
よ
う
と

す
る
形
で
あ
る
が
、
一
波
の
尖
り
に
も
厳
乎





た
る
特
性
が
あ
っ
て
力
強
く
存
在
を
宣
し
て
い
る
。
野
口
五
郎
岳
、

針
木






岳
、
鹿
島
槍
ヶ
岳
、
五
竜
岳
な
ど
の
白
馬
山
脈
の
山
々
は
、
長
い
山
脈
を
縦
に
望
む
せ
い
か
、
峰
頭
は
痩

せ
て
尖
り
、
山
体
は
横
に
ふ
く
れ
、
そ
れ
を
腰
の
あ
た
り
で
グ
イ
と
引
き
締
め
て
か
ら
一
気
に
谷
底
ま
で
引
き

下
ろ
し
て
い
る
、
何
と
い
う
力
の
均
衡
の
と
れ
た
線
で
あ
ろ
う
。
針
木
岳
の
上
に
は
御
岳
と
乗
鞍
岳
と
が
重
り
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合
っ
て
顔
を
出
す
。
槍
穂
高
の
連
峰
は
鋭
い
峰
角
か
ら
銀
箭
を
射
出
す
よ
う
に
雪
が
輝
く
。
近
い
鑓
ヶ
岳
の
山

頂
か
ら
西
に
曳
い
た
ゆ
る
や
か
な
斜
線
は
、
天
翔
け
る
鳥
の
よ
う
に
空
を
截

っ
て
黒
部
の
谷
に
隠
れ
る
。
其
手

前
は
杓
子
岳
で
、
雄
大
な
展
望
観
は
こ
こ
に
終
る
。

　
よ
く
晴
れ
た
大
気
の
澄
ん
だ
日
で
あ
れ
ば
、
富
士
も
南
ア
ル
プ
ス
も
杓
子
岳
の
左
に
遠
く
望
ま
れ
る
が
、
そ

う
い
う
日
は
夏
は
少
な
い
の
で
あ
る
。
北
は
雪
倉
岳
と
朝
日
岳
の
外
は
目
を
惹
く
も
の
も
な
い
。
東
北
か
ら
東

に
か
け
て
は
、
山
ま
た
山
が
目

路

の
果
ま
で
続
い
て
い
る
が
、
纔





に
妙
高
火
山
群
と
戸
隠
の
連
峰
と
が
識
別
さ

れ
る
の
み
で
あ
る
、
独
り
浅
間
山
の
み
は
東
南
に
離
れ
て
悠
然
と
烟
を
吐
い
て
い
る
。
眺
望
の
序





に
日
の
出
や

雲
の
海
に
就
て
記
す
可

き
で
あ
る
が
、
白
馬
岳
の
特
色
と
い
う
訳
で
は
な
い
か
ら
、
茲



に
は
略
す
る
こ
と
に
す

る
。

　
　
　
お
花
畑

　
白
馬
岳
に
産
す
る
植
物
は
三
百
種
の
上
に
出
る
が
、
専
門
家
の
目
か
ら
見
て
如
何
に
珍
品
奇
草
で
も
、
美
し

い
花
を
つ
け
る
種
類
で
な
け
れ
ば
、
素
人
は
興
味
を
惹
か
れ
ぬ
、
花
さ
え
綺
麗
で
量
が
多
け
れ
ば
其

処

は
お
花

畑
で
あ
る
。
姫
梅
鉢
草










、
高
根
毛
莨










、
雲
間
毛
莨
な
ど
は
、
稀
品
で
あ
っ
て
も
一
向






に
見
栄
え
が
し
な
い
。

　
白
馬
岳
の
お
花
畑
で
、
美
し
い
花
の
咲
く
多
く
の
種
類
が
集
っ
て
い
る
所
は
、
大
雪
渓
を
登
り
詰
め
た
所
の

葱
平
で
あ
ろ
う
。
高
山
植
物
に
も
湿
地
を
好
む
も
の
と
乾
燥
地
を
好
む
も
の
と
が
あ
る
か
ら
、
湿
地
と
乾
燥
地
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と
が
相
接
し
て
、
而



も
植
物
の
生
育
に
適
す
る
条
件
さ
え
備
わ
っ
て
居
れ
ば
、
黄
白
紅
紫
入
り
乱
れ
て
咲
く
理

想
的
の
お
花
畑
が
出
現
す
る
訳
で
あ
る
。
葱
平
の
お
花
畑
は
稍

や
之



に
近
い
も
の
か
も
知
れ
な
い
。

　
概
し
て
言
う
と
、
お
花
畑
の
中
で
も
或
種
の
花
が
多
数
を
占
め
て
、
其



お
花
畑
を
支
配
し
て
い
る
場
合
が
多

い
の
で
あ
る
。
珍

車







、
白
山
一
華
な
ど
が
そ
れ
で
あ
っ
て
、
杓
子
岳
か
ら
鑓
ヶ
岳
の
裏
へ
か
け
て
の
白
山
一

華
の
大
群
は
、
全
く
驚
く
許



り
で
あ
る
。
其
中
に
は
高
根
塩
竈









、
深
山
塩
竈
、
車
百
合
等
の
顕
著
な
赤
い
花
が

あ
っ
て
も
、
殆
ど
目
に
付
か
ぬ
と
い
う
て
よ
い
。

　
駒
草
、
千
島
桔
梗
、
白
山
小
桜
、
長
之
助
草










、
岩
梅
な
ど
は
、
他
物
を
交
え
ず
に
純
群
落
を
作
る
こ
と
も
あ

る
も
の
で
あ
る
が
、
白
馬
岳
で
は
余
り
見
当
ら
な
い
。
駒
草
は
三
角
点
の
四
方
斜
面
に
群
落
と
い
う
程
で
な
く

と
も
可

な
り
多
か
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
乱
採
の
結
果
殆
ど
尽
き
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
が
近
年
高
山
植
物
保
護

指
定
地
に
な
っ
て
、
猥



り
に
採
取
す
る
こ
と
を
禁
じ
て
以
来
、
ま
た
ぽ
つ
ぽ
つ
目
に
入
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
、

幾
年
か
の
後
に
は
面
影
を
恢
復
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
得
撫
草








は
、
北
海
道
を
除
け
ば
独
り
本
山
附
近
と
八
ヶ
岳
に
産
す
る
の
み
で
あ
る
。
砂
礫
地
に
一
、
二
尺
の

間
隔
を
置
い
て
、
規
則
正
し
く
列
を
成
し
て
生
え
て
い
る
所
を
見
る
と
、
ま
る
で
栽
培
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
疑
わ
し
め
る
。
要
す
る
に
白
馬
岳
に
は
、
五
色
ヶ
原
の
よ
う
に
一
の
花
が
大
群
落
を
な
し
て
い
る
場
所
は

少
な
い
が
、
其
代
り
至
る
所
に
美
し
い
花
や
珍
ら
し
い
草
が
見
ら
れ
る
。
即
ち
頂
上
全
体
が
お
花
畑
と
い
う
こ

と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
葱
平
附
近
か
ら
頂
上
に
至
る
偃
松
の
中
に
は
、
元
は
雷
鳥
が
多
か
っ
た
が
、
今
は
容
易
に
見
ら
れ
な
く
な
っ
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た
。
こ
の
鳥
は
晴
天
の
日
に
は
偃
松
の
中
に
潜
み
、
霧
の
日
な
ど
に
外
へ
出
て
遊
ぶ
癖
が
あ
る
。
鷲
や
鷹
な
ど

を
恐
れ
る
為
で
あ
ろ
う
。
冬
に
な
る
と
尾
羽
の
先
端
が
黒
い
の
み
で
全
身
白
色
に
変
ず
る
。
追
わ
れ
て
も
余
り

飛
ば
ず
、
ち
ょ
ろ
ち
ょ
ろ
逃
げ
廻
っ
て
い
る
為
に
、
石
を
投
げ
つ
け
た
り
、
杖
で
打
っ
た
り
し
て
捕
る
こ
と
が

出
来
た
。
殊
に
雛
を
連
れ
た
雌
は
、
子
を
案
じ
て
逃
げ
も
や
ら
ず
に
い
る
の
で
無
造
作
に
叩
き
殺
さ
れ
た
。
近

年
は
余
り
登
山
者
に
い
じ
め
ら
れ
る
の
で
鳥
も
利
口
に
な
っ
た
。
其
上
保
護
鳥
と
し
て
捕
獲
を
禁
止
さ
れ
た
。

後
鳥
羽
天
皇
の

　
　
白
山
の
松
の
こ
か
げ
に
か
く
ろ
ひ
て

　
　
　
　
　
　
や
す
ら
に
す
め
る
ら
い
の
鳥
か
な

と
い
う
有
名
な
御
製
は
、
七
百
五
十
年
前
の
歌
で
あ
る
が
、
其
頃
加
賀
の
白
山
に
登
っ
た
人
か
ら
、
高
山
に
住

む
珍
ら
し
い
鳥
の
噂
が
宮
中
に
伝
わ
り
、
終
に
至
尊
の
御
耳
に
達
し
て
御
製
と
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
白
馬
岳
の
見
物
も
一
通
り
済
ん
だ
、
い
ざ
下
山
の
途
中
、
白
馬
温
泉
に
一
浴
し
て
汗
を
流
す
こ
と
に
し
よ
う
。

　
　
　
白
馬
温
泉

　
白
馬
温
泉
は
鑓
ヶ
岳
の
東
の
崖
側
か
ら
湧
出
し
て
い
る
。
猟
師
の
発
見
し
た
も
の
で
、
元
は
単
に
岳
ノ
湯
或
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は
鑓
の
温
泉
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
た
も
の
だ
が
、
近
頃
白
馬
温
泉
と
改
称
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
南
股
の
上
流
湯

沢
の
左
岸
に
在
っ
て
、
海
抜
七
千
尺
に
近
い
、
こ
ん
な
高
い
所
に
あ
る
温
泉
は
珍
し
い
。
湧
出
口
は
大
な
る
も

の
は
二
ヶ
所
で
、
一
は
上
手
の
岩
壁
の
下
か
ら
湧
き
出
し
、
滝
と
な
っ
て
流
下
し
て
い
る
、
そ
れ
を
堰
き
止
め

て
入
浴
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
浴
槽
も
浴
室
も
な
い
全
く
の
野
天
風
呂
で
あ
る
、
こ
れ
は
少
し
ぬ
る
く
少
し
濁

っ
て
い
る
。
一
は
そ
れ
よ
り
下
手
の
温
泉
の
沈
澱
物
が
堆
積
し
て
い
る
間
か
ら
湧
き
出
し
て
い
る
、
少
し
熱
い

が
透
明
で
あ
る
。
湧
出
量
は
孰



れ
も
多
い
方
で
あ
る
。

　
昔
は
鑓
ヶ
岳
の
南
の
天
狗
の
小
屋
場
と
い
う
所
か
ら
、
湯
沢
の
雪
渓
に
出
で
、
困
難
な
下
り
を
続
け
て
漸
く

達
す
る
こ
と
を
得
た
。
南
股
を
遡
り
て
此

処

に
来
る
こ
と
は
更
に
困
難
で
あ
っ
た
。
今
は
鑓
ヶ
岳
を
南
に
下
っ

た
鞍
部
か
ら
直
接
に
此
処
へ
下
る
道
が
開
か
れ
、
三
、
四
十
人
は
泊
れ
る
小
屋
も
出
来
た
の
で
、
登
山
者
に
は

便
利
と
な
っ
た
。
温
泉
か
ら
猿
倉
の
小
屋
へ
出
て
四
ツ
家
に
行
く
に
は
半
日
で
充
分
で
あ
る
。
か
ら
り
と
晴
れ

た
青
天
井
の
下
で
、
疲
れ
た
体
や
手
足
を
伸
し
て
凝



と
湯
に
浸
っ
て
い
る
と
、
心
地
よ
い
ぬ
く
も
り
が
皮
膚
を

撫
で
て
体
内
に
し
み
こ
ん
で
ゆ
く
、
う
つ
ら
う
つ
ら
と
眠
く
な
っ
た
耳
へ
遠
い
谷
の
空
で
鳴
く
杜

鵑







の
声
が

二
声
三
声
、
あ
と
は
し
ん
と
し
て
日
が
暮
れ
て
ゆ
く
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
二
、
九
『
教
材
講
座
』
）
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